
福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

【エリンギの豚肉巻き～ゆずこしょう風味～】　１人当たりの栄養価　293kcal

　

【むきえびと白菜のとろみ煮】　１人当たりの栄養価　89kcal

■材料（６人分）
しゃぶしゃぶ用豚もも肉（480g）、小麦粉（少々）、エリ
ンギ（300g）、ピーマン（180g）、サラダ油（大さじ３）、 

【Ａ…ゆずこしょう（小さじ１）、酒（大さじ３）、しょうゆ（小
さじ１）、みりん（大さじ２）】
■作り方
① エリンギは縦に４つに裂く。ピー

マンは種を除いて、縦に２cm 幅
に切る。

② 豚肉を広げて小麦粉を薄く降り、
エリンギを斜めにのせてくるくる
と巻く。

③ フライパンに油を熱し、②とピーマンを焼く。肉に火が
通ったら、合わせた【Ａ】を回し入れてからめる。

■作り方
① えびに酒をふる。
② 白菜は一口大のそぎ切りにし、し

めじは石づきをおとしてほぐす。
しょうがは千切りにする。

③ 鍋にしょうが、サラダ油を入れて
熱し、香りが立ったらえび、白菜、しめじの順に炒める。

④ 全体に油が回ったら、混ぜ合わせた【Ａ】を加え、白
菜がしんなりとするまで煮る。【Ｂ】を加えてとろみを
つける。

■材料（６人分）
むきえび（300g）、酒（大さじ１）、白菜（300g）、しめ
じ（80g）、しょうが（１片）、【Ａ…水（300cc）、酒（大
さじ１）、顆粒ブイヨン（小さじ１）、塩（小さじ 1/3）、
砂糖（少々）】、【Ｂ…片栗粉（小さじ２）、水（大さじ 1.5）】

テーマ
「新年も栄養バランスを大切に�」

年末年始は、お酒の飲みすぎに要注意！
　大量の飲酒は、高血圧に加えて脳卒中やアルコール性心
筋症を引き起こす心配があるだけでなく、がんの原因にも
なります。特に就寝前の飲酒は眠りが浅くなり、血圧を上
げることも…。
　お酒は食事と一緒にとりましょう。

FUKUOKA

KURATE  TOWN

広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー平成 31 年１月号  No.709 編集●広報委員会
発行●鞍手町

●町の人口・11月の人の動き
・人口　16,094 人
・男性　 7,662 人
・女性　 8,432 人
・世帯数  7,502 世帯

（平成30年11月30日現在）

・出生  4 人
・死亡  24 人
・転入  29 人
・転出    36 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

１月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 火 元日

2 水

3 木

4 金 町立保育所・私立保育園入所受付開始（31日まで）（17ページ参照）

5 土

6 日

7 月

８ 火 乳幼児相談（福祉センター、12ページ参照）

９ 水

10 木
１歳半、３歳健診（福祉センター、12ページ参照）
無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、15ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、15ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

11 金

12 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、10ページ参照）

13 日 鞍手町成人式（中央公民館：受付９時30分～、８ページ参照）

14 月 成人の日

15 火

16 水

17 木
４か月健診（福祉センター、12ページ参照）
直鞍ビジネス支援センター出張相談会（くらじの郷：９時～、15ペー
ジ参照）

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、15ページ参照）

23 水 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

24 木 ７か月、12か月健診（福祉センター、12ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

25 金
町県民税（第４期分）、国民健康保険税（第８期分）、
後期高齢者医療保険（第７期分）納期限（14ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、15ページ参照）

26 土

27 日 直鞍一周駅伝競走大会（10時～、８ページ参照）
総合健診（福祉センター：８時30分～10時 30分、12ページ参照）

28 月 総合健診（福祉センター：８時30分～10時 30分、12ページ参照）

29 火

30 水 介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、18ページ参照）

31 木 介護保険証交付（役場：８時30分～19時、18ページ参照）

飲酒の
目安量

ビール
500cc

ワイン
200cc

日本酒
１合
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大人数でもアットホームなクリスマス会
人権子ども会は、週に１回、小学生と中高生で分かれて
開催されていますが、この日は50人以上の子どもたち
が一堂に会して楽しいクリスマス会！みんなでカレーを
食べたり、ケーキを作ったり、ビンゴ大会をしたり…。
仲良く同じお皿でケーキを食べている様子は、家族さな
がらでした。年の離れた仲間たちとの交流は、思いやり
の心を育む良い機会となったのではないでしょうか。

広報



新
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

31
年
の
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
鞍

手
町
に
と
り
ま
し
て
は
大
き
く
揺
れ
た
激
動

の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
発
覚
し
た
く
ら
て
病
院
に
対
す
る

前
町
長
の
権
限
を
逸
脱
し
た
不
当
な
介
入
に

よ
り
、
３
月
末
で
内
科
常
勤
医
師
６
名
が
退

職
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
入
院
や
通
院

さ
れ
て
い
た
患
者
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
と
ご

不
安
を
お
か
け
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
６
日
に
は
、
７
月
豪
雨
に
よ
り
遠
賀

川
の
水
位
が
上
昇
し
、
一
時
極
め
て
危
険
な

状
態
と
な
り
、
本
町
で
は
初
め
て
と
な
る
町

内
全
域
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
11
か
所
の
避
難
所
に
延
べ
３
０
５
名
の

方
々
が
避
難
さ
れ
、
不
安
な
一
夜
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
で
は
珍
し
く

６
個
の
台
風
が
九
州
に
接
近
も
し
く
は
上
陸

し
、
改
め
て
近
年
の
異
常
気
象
を
感
じ
る
年

で
し
た
。

そ
し
て
７
月
９
日
に
は
前
町
長
が
逮
捕
さ

れ
る
と
い
う
町
民
の
皆
様
に
も
鞍
手
町
に
と

り
ま
し
て
も
極
め
て
重
大
で
憤
り
を
禁
じ
得

な
い
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

は
町
政
に
対
し
、
不
信
感
と
失
望
感
、
そ
し

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

私
は
今
後
、
町
長
と
し
て
公
平
公
正
で
町

民
に
開
か
れ
た
町
政
を
推
進
す
る
た
め
、
町

民
皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、行
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合
意
形
成
）

を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
新

し
い
鞍
手
町
を
築
い
て
い
く
所
存
で
す
。

鞍
手
町
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
町
で
あ

り
、
ま
た
、
新
し
い
未
来
に
羽
ば
た
い
て
い

け
る
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
け
継
ぐ
べ

き
も
の
は
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
改
め
る
べ
き

も
の
は
改
め
て
い
き
な
が
ら
進
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
言
い
よ
う
の
な
い
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
度
失
っ
た
町
政

に
対
す
る
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
が
、
ど
れ

ほ
ど
難
し
く
険
し
い
道
の
り
で
あ
る
か
は
想

像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
が
先
頭
に
立

ち
、
町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
町
政
運

営
を
取
り
戻
し
た
い
、
小
さ
く
て
も
心
豊
か

で
幸
せ
を
感
じ
、
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
町

に
し
た
い
と
い
う
決
意
と
覚
悟
を
決
め
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

前
町
長
が
７
月
末
で
辞
職
し
た
後
に
行
わ

れ
た
町
長
選
挙
に
は
、
こ
の
決
意
と
覚
悟
を

持
っ
て
立
候
補
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
鞍
手
町
の
舵
取
り

本
年
は
、
４
月
30
日
に
天
皇
陛
下
が
退

位
の
日
を
迎
え
ら
れ
、
５
月
１
日
に
は
皇
太

子
殿
下
が
即
位
さ
れ
る
日
本
国
に
お
い
て
歴

史
的
か
つ
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
鞍
手

町
に
と
っ
て
も
新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
ス

タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
迎
え
、
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
大
変
慶

ば
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
と
鞍

手
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年頭のごあいさつ

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
　  

平
成
31
年  

元
旦

2019.１−２

鞍手町長   岡﨑邦博



人と人とのつながり
　　地域のつながりを大切に

地域コミュニティとは、地域住民が相互に交流し合う社会のことです。

区・隣組（地域コミュニティ）に加入しよう�

3−2019.１

◉予期せぬ自然災害には、救助隊よりもご近所さん
　いつ起こるか分からない地震などの自然災害。予測のできない災害が起こったときに、一番頼りになるのはご
近所さんです。平成 23 年の東日本大震災でも、「隣人や友人に助けられた」という人が多く、遠くの親類より近
くの他人。救助隊よりもご近所さんなのです。

◉ご近所づきあいを見直そう
　このような自然災害には、日ごろから地域でのコミュニティ活動が活発な地域ほど「共助」が有効に働き、人
的な被害を最小限にくい止めることができます。地域コミュニティは、災害のときだけでなく、いろいろな場面
で役に立ちます。近年、人と人とのつながりがだんだん薄れてきたと言われますが、もう一度「ご近所づきあい」
を見直してみましょう。

◉地域コミュニティの核になるのは昔も今も区・隣組
　このような地域コミュニティの核になるのは、各地域で昔から組織されている区や隣組です。区・隣組では、
地域のためにさまざまな活動をしています。安全で安心な住みよいまちづくりのために区・隣組に加入しましょう。

◉区・隣組に加入するには…
　町では、区や隣組への加入を希望する人に区長さんを紹介しています。引っ越しなどで区長さんが分からない
ときなど、役場までご連絡ください。

＊＊　区・隣組の活動あれこれ　＊＊

鞍手町内には42の区があり、各地で地域の特色を生かしたユニークなイベント・活動が行われています。また、
地域の伝統を後世に伝えていくため、区・隣組に加入されているみなさんが先頭に立って取り組んでいます。

●防犯灯の維持管理
犯罪のない明るく安全なまちづ
くりのため、町が設置している
防犯灯とは別に、区や隣組が費
用などを負担し、防犯灯の設置
や維持管理を行っています。

●防犯活動
非行や犯罪を未然に防ぐため、防犯協会と共に防
犯活動を行っています。また、児童たちの通学時
間帯などに交通安全活動を行うこともあります。

●環境美化運動
快適で美しいまちづくりのため、区域内の清掃
など環境美化活動に取り組
んでいます。子ども会が資
源回収活動を行っていると
ころもあります。 ●支え合いの活動

子どもからお年寄りまで、地域
のみんながお互いに見守り、支
え合い、地域福祉や青少年の健
全育成などの活動に取り組んで
います。

●情報の提供
回覧板や掲示板などで区・隣組の連絡を行ったり、
県や町の広報紙、警察など
その他の機関からのお知ら
せを配布したりするなど、
生活に役立つ情報をお届け
しています。

●親睦活動
盆踊りや敬老会、子ども会など
地域の交流と親睦を深めていま
す。また、町などが主催するス
ポーツ大会などにも参加し、地
域同士の交流を深めています。

●地域課題の整理・対処
地域にある共通の問題への取
り組みや解決のための方策な
どを地域のみんなで話し合っ
ています。

回覧板

●問い合わせ　鞍手町役場総務課庶務管財係　☎４２局２１１１番



運
行
体
系
や
経
路
、
便
数
、
時
刻
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
て
、

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
っ
と
身
近
な

私
た
ち
の〝
バ
ス
〟へ

町
で
は
、
鞍
手
中
学
校
の
開
校
に
合
わ
せ
、
平
成
26
年
10
月
に
、
す
ま
い
る
バ
ス
と

も
や
い
タ
ク
シ
ー
（
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
経
路
や
便
数
、
時
刻
な
ど
を

見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校
生
徒
の
通
学
と
高
齢
者
な
ど
一
般
の
利
用
者
の

移
動
手
段
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
変
更
で
し
た
が
、
４
年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
便
利
で
使
い
や
す
い
、
も
っ
と
身
近
な
私
た

ち
の
“
バ
ス
”
を
目
指
し
て
｜
。
町
で
は
今
、新
た
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

［
こ
れ
ま
で
の
経
緯
］

鞍
手
中
学
校
開
校
を
機
に

す
ま
い
る
バ
ス
を
３
路
線
に

現
在
、
町
の
公
共
交
通
に
は
、

西
鉄
バ
ス
筑
豊
株
式
会
社
が
運

行
す
る
路
線
バ
ス
が
２
路
線
、

町
が
補
助
し
て
運
行
し
て
い
る

す
ま
い
る
バ
ス
が
３
路
線
、
も

や
い
タ
ク
シ
ー
が
２
路
線
あ
り

ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
下
図
参
考
）。

こ
の
交
通
体
系
に
至
る
ま
で

町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に
策

定
し
た
「
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」
を
は
じ
め
、
大
き

く
４
度
の
見
直
し
と
試
験
運
行

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

運
賃
の
２
０
０
円
均
一
化
や

乗
継
乗
車
券
の
発
行
、
す
ま
い

る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
の
導
入
や

町
内
循
環
化
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー

泉
水
線
、
古
門
線
の
新
設
・
休

止
な
ど
、
そ
の
時
々
の
利
用
実

態
や
利
用
者
の
声
に
応
じ
た
見

直
し
を
進
め
て
、
現
在
の
運
行

体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
26
年
10
月
に
は
、

翌
年
４
月
の
鞍
手
中
学
校
開
校

に
向
け
、
大
き
な
見
直
し
を
実

施
。
中
学
生
の
バ
ス
通
学
に
対

応
す
る
た
め
、
す
ま
い
る
バ
ス

み
や
わ
か
線
、
倉
坂
線
、
泉
水

線
の
運
行
経
路
や
時
刻
を
大
幅

に
変
更
し
た
ほ
か
、
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
中
型
バ
ス
２
台
を
新

た
に
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
谷
地
区
と
上
木
月

地
区
な
ど
に
は
、
も
や
い
タ
ク

シ
ー
制
度
を
導
入
。
１
日
往
復

20
便
に
運
行
回
数
を
拡
充
す
る

な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
が
高

ま
り
ま
し
た
。

［
現
在
の
課
題
］

一
般
利
用
者
と
中
学
生

相
反
す
る
利
用
実
態

し
か
し
、
最
後
の
見
直
し
か

ら
４
年
が
経
過
し
、
今
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
い
ま
す
。

鞍
手
中
学
校
の
す
べ
て
の
バ

ス
通
学
対
象
者
は
約
１
６
０
人
。

通
学
時
間
帯
は
、
こ
の
利
用
者

全
員
が
乗
車
で
き
、
始
業
に
間

に
合
う
よ
う
に
便
数
や
時
刻
を

調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
前
に
バ
ス
停
を
設
置
し
、

路
線
バ
ス
を
含
め
、
す
べ
て
の

バ
ス
が
通
過
す
る
経
路
に
変
更

す
る
な
ど
、
中
学
生
に
寄
り
添
っ

た
運
行
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
同
じ
バ
ス
を
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
か
ら
は
、「
日

中
や
夕
方
の
便
数
が
少
な
い
」

「
も
っ
と
便
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」「
必
要
な
時
間
に
バ
ス
が
な

い
」
な
ど
現
在
の
運
行
方
法
で

は
満
足
で
き
な
い
と
い
う
声
が
、

多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
の
利
用
者
数

も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
（
平
日
）
の
す
ま
い

る
バ
ス
の
利
用
状
況
を
見
て
み

る
と
、
対
象
者
１
１
０
人
の
う

ち
、
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
利

用
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
に
。

こ
の
理
由
と
し
て
、「
部
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
居
残
り
す
る

と
利
用
で
き
な
い
」「
保
護
者
が

送
迎
し
て
い
る
」「
自
転
車
が
便

 路線名 利用者数
（年）

利用者数
（１日当たり） うち中学生 町の赤字

補助額（年）
利用者補助額

（1 利用者当たり）
町民 1 人当たり

負担額（年）
　みやわか線 42,314人 116人 26人 1,391万円 329円 857円

　倉坂線 12,814人 35人 12人 966万円 754円 596円

　泉水線 13,028人 36人 17人 999万円 767円 616円

計 68,156人 187人 55人 3,356万円 492円 2,069円

すまいるバスの１日当たりの平均利用者
は187人。町民全体の約1.2％が利用
している計算になります。また、利用

者の運賃負担は大人１人200円ですが、
そのほかに赤字分を町が１利用者当たり
492円負担しています。これを町民全体

で見てみると、すまいるバス３路線の運
行維持のために、年間１人当たり2,069
円を負担していることになります。

すまいるバスの利用者数と運行補助額 すまいるバス・
もやいタクシーの
利用者数と運行負担額
［平成29年度］

BUS
Data
2017

町民１人当たりの負担額（年）は、平成30年 3月
31日現在の住民基本台帳人口16,219人で算出

2019.１−４



利
」
な
ど
が
あ
り
、
中
学
生
に

と
っ
て
も
利
用
し
づ
ら
い
現
状

が
あ
る
よ
う
で
す
。

［
課
題
改
善
の
た
め
に
］

平
成
31
年
10
月
見
直
し
に

向
け
て
網
計
画
を
策
定

こ
の
よ
う
な
課
題
を
改
善
す

る
た
め
、
町
で
は
「
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
（
網
計
画
）」

を
策
定
し
、
平
成
31
年
10
月
を

目
標
に
、
地
域
公
共
交
通
体
系

を
見
直
し
ま
す
。

現
在
、
平
成
31
年
３
月
ま
で

に
網
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

地
域
の
代
表
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
利
用
実
態
調
査
、
交
通
事

業
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交
通

は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
や

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も

な
ど
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人

に
と
っ
て
、
利
用
し
や
す
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
多
様
な
利
用

者
に
寄
り
添
っ
た
交
通
体
系
の

構
築
、
町
の
公
共
交
通
に
か
か

る
財
政
負
担
の
軽
減
、
交
通
事

業
者
が
抱
え
る
人
材
不
足
の
問

題
な
ど
、
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
同
時
に
改
善
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、

住
民
代
表
や
学
識
経
験
者
、
交

通
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
地

域
公
共
交
通
会
議
で
、
網
計
画

の
策
定
に
向
け
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。

網
計
画
は
、
平
成
31
年
２
月

上
旬
ま
で
に
案
と
し
て
ま
と
め
、

こ
の
案
に
対
し
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
す
る
予
定
で
す
。

遠賀
川駅

鞍手
車庫直方駅

直方～鞍手
遠賀線
・平日1日53便
・休日1日27便

赤間
営業所

くらじ
の郷直方駅

直方～鞍手
宗像線
・平日1日24便
・休日1日24便

路
線
バ
ス

鞍手駅くらじ
の郷

宮田
バス停

みやわか線
・平日1日17便
・休日1日８便

鞍手駅くらじ
の郷

古門
栄町

倉坂線
・平日1日14便
・休日1日８便

す
ま
い
る
バ
ス

鞍手駅くらじ
の郷

グローバル
アリーナ

泉水線
・平日1日12便
・休日1日８便

鞍手駅くらじ
の郷

長谷
観音

長谷線
・平日1日20便
・休日1日20便

鞍手駅くらじ
の郷古門

上木月線
・平日1日20便
・休日1日20便

も
や
い
タ
ク
シ
ー

鞍手町のバス路線図
［平成 30年 4月 9日現在］

平成２３年１０月 1日～

・すまいるバスに「まちなか線」を新設。
鞍手駅からくらじの郷までの主要施設がある
地域を平日 1日 15往復運行

・西鉄バス西川線（現直方～鞍手～宗像線）を
くらじの郷経由に変更

・古門や長谷、泉水などの公共交通空白地域に、
もやいタクシーを導入

1

平成２４年１０月 1日～

・すまいるバス「まちなか線」を往復運
行から周回運行に変更（倉坂・古門・猪倉ま
わりと泉水・永谷・神崎まわりの２系統）

・すまいるバスの運賃を 200 円均一に

2

平成２５年１０月 1日～

・すまいるバス「まちなか線」を「倉坂
線」と「泉水線」に再編。周回運行から往復
運行に変更

・もやいタクシー「上木月線」を新設。１日往
復 20 便運行に。料金をすまいるバスと同様
に 200 円均一に

3

平成２７年３月２２日～

・鞍手中学校の開校に伴う中学生の通学
のために、すまいるバス「倉坂線」、「泉水線」
に新型車両を導入。運行経路、時刻を大幅に
見直し

・すまいるバス「みやわか線」を通学時間帯の
み２台体制に増便

4

鞍手町地域公共交通
見直しの歩み

 路線名 利用者数
（年）

町の赤字
補助額（年）

利用者補助額
（1 利用者当たり）

町民 1 人当たり
負担額（年）

　長谷線 219人 15万円 685円 9円

　上木月線 1,994人 127万円 637円 78円

計 2,213人 142万円 642円 87円

もやいタクシーは、すまいるバスなどが運
行していない交通空白区域を運行している
ため、利用者は少数に限定されます。また、
もやいタクシーは予約制であるため、利用

者がいなければ運行しません。そのため１
利用者当たりの補助額は高くなりますが町
民１人当たりの年間負担額は87円と、す
まいるバスに比べ少額となっています。

もやいタクシーの利用者数と運行補助額

５−2019.１



荒
あ ら か わ

川太
た ろ う

郎くん
平成29年１月31日生まれ

「２さいのおたんじょうびおめで
とう☆こうえんであそぼうね。ア
ンパンマンのえをかいてあげる
ね。たくさんおはなししようね。だ
いすきだよ♡　ゆらより」（父　智
彦さん・母　絵理さん・弥生）

2019.１−６

まちの話題 My Town Topics

農業女性の会の皆さんの指導を受けながら作業に取り組む児童たち。
11 月 27 日、28 日に古月小学校、剣北小学校、西川小学校の３年生がみ

そづくりに挑戦しました。写真は剣北小学校での作業の様子です。圧力鍋
にかけた大豆を袋に入れ、しっかりと足で踏みつぶしたら、米こうじを加え
て手で混ぜ、最後は丸めて熟成のため容器に投げ入れます。圧力鍋にかけ
た後の大豆を「おいしい」と言ってパクパクと食べていた子どもたち。その
おいしい大豆からできるおみそがどんな味になるか、今から楽しみですね。

おいしい大豆でみそづくり
▶古月小・剣北小・西川小の 3 年生がみそづくりに挑戦

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳ま
でのちびっ子を募集しています。２月生まれは、１月10日（木）までに申し込んでください。
　申し込みの際は、➊顔写真のデータ（持込みの場合はプリント写真も可）➋お名前➌生
年月日➍メッセージ（80文字以内）➎保護者氏名➏住所➐連絡用の電話番号を jouhou@
town.kurate.lg.jpにメールでお送りいただくか、役場政策推進課（☎４２局２１１１番）
までお持ちください。

お待ちしています

町と大学が手を組んで
▶鞍手町と近畿大学との包括連携協定締結式

　11 月 30 日、くらじの郷で鞍手町と近畿大学との包括連携協定
締結式が行われました。これまで町と近畿大学は、定住促進による
人口の増加と地域活性化を図るため、空家の流通促進事業に取り組
んできました。こうした連携・協力を積極的に推進し、地域における、
より一層の活性化と相互の発展と充実を図るために、包括連携協定
が締結されました。この協定により、
町と近畿大学は、まちづくりや文化・
学術振興等さまざまな分野において
連携し、コミュニティ活動・地域活
性化、人づくりに力を注ぎ、活力あ
る個性豊かな地域社会の形成と発展
および人材育成を目指します。

町の空家課題解決に向けて
▶鞍手町空家等対策に関する連携協定締結式

　11 月 30 日、くらじの郷で鞍手町空家等対策に関する連携協定締
結式が行われ、鞍手町と下記７団体が連携協定を結びました。この
協定により、町は今後、関係機関が保有する相互の知的・人的資源
を活用した連携を強化し、空家課題の解決に向けた対策等を推進し
ていきます。
●連携協定締結団体（写真左から）　株式会社くらて学園、町商工会、
町地域開発協力会、（町）、
公益社団法人福岡県宅地
建物取引業協会、福岡県
司法書士会、福岡県青年
司法書士協議会、九州電
力株式会社飯塚営業所

　11 月 21日、鞍手幼稚園うめ組の園児たちが勤
労感謝の日を前に役場を訪問しました。園児たちは、
役場庁舎内で「いつもお仕事ありがとうございま
す」と元気な声で感謝の気持ちを言葉に。かわい
い声援に応えるため、大人たちは今日も頑張ります。

感謝の気持ちが届きました
▶勤労感謝の日によせて

　12 月２日、くらじの郷で空家・住宅不具合に関
する個別相談会が行われました。相談に応じたのは、
鞍手町空家等対策に関する連携協定を結んでいる
８団体（右記事参照）と西日本シティ銀行、福岡銀行、
ブルーバーズデザイン株式会社の皆さん。「くらて
のまるしぇ」に合わ
せて開催されたこと
もあり、28 組もの
相談者が、家に関す
るさまざまな悩みを
専門家たちに問いか
けていました。

住まいの専門家が大集合
▶空家・住宅不具合に関する個別相談会



　11 月 28 日、平成 30 年度の鞍手町行財政改革推進委員
会が行われました。行財政改革は、限られた資源をどのよ
うに配分し投入すれば地域住民に最大の行政効果が生まれ
るか、常に判断する仕組みを構築し、財政の健全化を図る
とともに活力あるまちづくりを進めるためのものです。会
議では、実施計画期間中であ
る第６次行財政改革の平成
29 年度の取組状況について
報告がありました。会議資料
等は、町ホームページで閲覧
することができます。

７−2019.１

スポーツの普及振興活動に感謝
▶久保智則さんがスポーツ推進委員功労者賞を受賞

11 月 15 日に鹿児島県で行われた第 59 回全国スポーツ
推進委員研究協議会で、鞍手町スポーツ推進委員会会長の
久保智則さん（室木）が「スポーツ推進委員功労者賞」を
受賞しました。この賞は、10 年以上にわたってスポーツ推
進委員として地域スポーツの推進に貢献した人に、文部科
学大臣から贈られる栄えある賞。写真は、11 月 26 日に久
保さんが町長を訪問し、受賞報告をしたときのものです。

スポーツ推進委員は日ごろから、町のスポーツ行事（直
鞍一周駅伝や町民体育祭な
ど）が円滑に進むよう審判員
を努めたり、スポーツに興味
を持つきっかけづくりとして
新たなスポーツを紹介したり
と、町のスポーツの普及振興
のために活動をされています。

小
こ な が み つ

長光遥
は る ま

真くん
平成28年１月28 日生まれ

はるちゃん３歳のお誕生日おめで
とう！今日のご飯はなに〜？が口
癖で食べるのとゴロゴロするのが
大好きなはるちゃんにいつも癒さ
れてます ^_^ たくさん食べてた
くさん運動して大きくなってね！

（父　貴裕さん・母　早織さん・
中山）

古
こ た に

谷杏
あ ん な

奈ちゃん
平成29年１月１日生まれ

杏ちゃんお誕生日おめでとう� 
おしゃべりが上手で歌が大好き、
アンパンマンが大好きな杏奈。お
姉ちゃんたちとこれからも仲良く
元気に大きくなーれ。みんな杏奈
が大好きです！（父　隆行さん・
母　ちずるさん・新延）

１月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく日記

　12 月４日からの人権週間に合わせ、４日、中央公民館で
人権週間の集い講演会が行われました。講演会は２部構成
で行われ、１部では障害福祉サービス事業所 JOY 倶楽部
副施設長の岡部秀輔さんが講師を努め、施設入所者 32 人
からなる「JOY 倶楽部ミュージックアンサンブル」の日ご
ろの活動等を紹介されました。また、２部では JOY 倶楽
部ミュージックアンサンブルの８人のメンバーが登場し、

『上を向いて歩こう』『オブラ
ディ・オブラダ』などを演奏。
命の尊さと生きる勇気、やれ
ばできる！ という思いを乗せ
た音色で、来場者たちをやさ
しく包んでくれました。

命の輝きを放つ青年たち
▶中央公民館で人権週間の集い講演会

　11 月 26 日、平成 30 年度第 1 回鞍手町まち・ひと・し
ごと創生総合戦略推進委員会が行われました。総合戦略は、
住民一人ひとりが夢や希望を持って安心して暮らせるよ
う、目指すべき将来の方向性や方策を示したものです。委
員会では、平成 29 年度中の具体的施策の取り組み状況に
ついて事務局から説明が行
われ、その後、委員の皆さん
による審議が行われました。
会議資料等は、町ホームペー
ジで閲覧することができま
す。

暮らしやすいまちを目指して
▶平成 30 年度まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会

優れた費用対効果を求めて
▶平成 30 年度鞍手町行財政改革推進委員会

　鞍手町では、老朽化した役場庁舎の移転建替えを決定し、
平成 29 年 12 月に「鞍手町庁舎等建設基本計画」を策定
しました。この基本計画では、平成 32 年度末の新庁舎建
設完成を目指していますが、現在のところ設計関係予算が
成立しておらず、スケジュールや財源の再検討など、計画
の見直しが必要となっていることについて、町民の皆さん
にお知らせし、幅広く意見・要望等を聴取するため、平成
30 年 12 月３日に総合福祉センター、７日に中央公民館、
８日に古月小学校で説明会を開催しました。
　説明会では、基本計画を見直すことに対するご意見、建
設地に対するご意見、今後の町政に対するご意見など、時
間に限りがある中で貴重なご意見を多数いただきました。
いただいたご意見につきましては、今後、検討を進めてい
く中で参考とさせていただきます。

貴重なご意見をいただきました
▶鞍手町役場新庁舎建設に関する住民説明会

古月小学校体育館での説明会の様子
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

“
人
権
の
花
”
の
風
船
を
拾
っ
た

県
外
に
住
む
男
性
か
ら

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た

●
古
月
小
学
校

ス
マ
ッ
シ
ュ
で
気
持
ち
い
い
汗

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
の

結
果
報
告

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
30
日
、
大
分
県
宇
佐
市
在

住
の
高
齢
の
男
性
か
ら
古
月
小
学
校

に
「
水
道
タ
ン
ク
に
ひ
っ
か
か
っ
て

い
た
風
船
を
見
つ
け
た
」
と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
風
船
は
、「
人
権
の
花
」
運
動
の
一
環

と
し
て
、
11
月
10
日
に
古
月
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
飛

ば
し
た
も
の
で
、
ひ
ま
わ
り
の
種
を
入
れ
た
袋
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。
男
性
か
ら
は
「
古
月
小
学
校
か
ら
届
い
た
ひ
ま
わ

り
の
種
を
植
え
て
大
切
に
育
て
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
元
気
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

12
月
９
日
、
町
立
体
育
館
で
第
35
回
鞍
手
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

（
丸
数
字
は
順
位
、
敬
称
略
）。

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▽
１
部
＝
①
船
越
克
己
②
鶴
本　

實
③
渡
瀬　

寛
、
田
中
義
幸

▽
２
部
＝
①
南
川
典
範
②
桑
原
礼
次
郎

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
１
部
＝
①
渡
瀬
厚
子
②
林　
マ
チ
子
③
船
越
和
子
、
原
田
礼
子

▽
２
部
＝
①
白
見
芳
子
②
古
川
則
子

●
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス　

▽
１
部
＝
①
古
川
則
子
・
林　
マ
チ
子

②
狩
野　

淳
・
渡
瀬
厚
子

▽
２
部
＝
①
船
越
克
己
・
干
崎
博
子

②
古
里　

満
・
小
南
和
子

中
央
公
民
館
で
「
季
節
の
わ
ら
べ

う
た
・
手
遊
び
」
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
昔
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
わ

ら
べ
う
た
や
手
遊
び
を
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
？

大
人
向
け
の
読
み
聞
か
せ
も
行
い
ま
す
。

●
と
き　

２
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

研
修
室
５
（
和
室
）

●
定
員　

20
人
程
度
（
高
校
生
以
上
）

●
募
集
期
間　

１
月
21
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
木
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係
☎
４
２
局
７
２
０

０
番
ま
で

季
節
の
わ
ら
べ
う
た
・
手
遊
び
講
座
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
教
育
課
文
化
振
興
係

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

１
月
13
日
は
鞍
手
町
成
人
式

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

平
成
30
年
度
の
成
人
式
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
町
内
の

中
学
校
を
卒
業
後
に
町
外
に
転

出
し
て
い
る
人
で
、
鞍
手
町
の

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
人

は
教
育
課
生
涯
学
習
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
☎
４
２
局
７
２

０
０
番
ま
で

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め

ざ
す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
鞍
手
町
人
権
子
ど
も

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
子
ど
も
会
で
は
、
人
権
学

習
だ
け
で
な
く
体
験
学
習
や
自
学
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。同
年
代
の
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
く
ら
て
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月

曜
日
の
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
舟
川
隣
保
館
▽
対
象
者
＝
新
延
小
学
校
・
剣
北
小
学

校
・
剣
南
小
学
校
・
古
月
小
学
校
の
児
童

●
や
ひ
ろ
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週

水
曜
日
の
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と

こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所
▽
対
象
者
＝
西
川
小
学
校
・
室

木
小
学
校
の
児
童

●
鞍
手
中
学
生
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜

日
の
午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
舟
川
隣
保
館
▽
対
象
者
＝
鞍
手
中
学
校
生
徒

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館

内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
子
ど
も
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

応
援
し
て
く
だ
さ
い

直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会

●
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会

１
月
27
日
に
第
73
回
直
鞍
一

周
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
に
今
年
も
鞍
手

町
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

選
手
へ
の
温
か
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

１
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

宮
若
リ
コ
リ
ス
前

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
宮
若
市
体
育
協
会
☎
３
４

局
７
６
５
０
番
ま
で
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僕
た
ち
と
一
緒
に
富
士
山
に
登
り
ま
せ

ん
か
？

地
元
の
飲
み
仲
間
た
ち
と
登
山
部
を
結

成
し
、年
に
一
度
は
富
士
山
登
山
に
挑
戦
し

て
い
る
名
古
屋
の
友
人
か
ら
の
誘
い
だ
っ

た
。
山
登
り
な
ど
無
関
心
だ
っ
た
が
、
友

人
と
一
緒
な
ら
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

２
０
１
７
年
７
月
、
富
士
山
登
山
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！ 

御
殿
場
ル
ー
ト
で
全
行
程

１
９
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
13
時
間
30
分
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
山
頂
は
雲
に
包
ま

れ
、
壮
大
な
景
色
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、友
人
と
そ
の
仲
間
た
ち
に
支
え

ら
れ
何
と
か
踏
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。無

謀
な
挑
戦
だ
っ
た
が
、こ
の
挑
戦
も
達
成
で

き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

行
き
交
う
人
々
が
掛
け
合
う
言
葉
も
温

か
い
。
身
体
は
疲
弊
し
て
い
く
が
、心
は
豊

か
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。９
月

に
は
友
人
の
誘
い
で
人
生
初
の
北
ア
ル
プ

ス
を
踏
破
。
美
し
い
紅
葉
や
、星
の
輝
き
は

言
葉
に
な
ら
な
い
感
動
‥
‥
。

山
登
り
は
人
生
と
同
じ
。
山
頂
に
た
ど
り

着
か
な
い
と
見
え
な
い
景
色
が
あ
り
、そ
の

景
色
を
見
る
た
め
に
あ
き
ら
め
ず
に
歩
き

続
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。黙
々
と
歩
き
続

け
る
中
で
、
森
林
浴
に
癒
さ
れ
、
雄
大
な
自

然
の
中
で
は
な
ん
と
も
ち
っ
ぽ
け
な
自
分

だ
と
実
感
す
る
。

な
ん
だ
か
ん
だ
で
、
す
っ
か
り
登
山
に
魅

了
さ
れ
、今
で
は
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
登

山
を
楽
し
み
な
が
ら
、来
年
の
還
暦
記
念
に

富
士
山
登
山
を
計
画
し
て
い
る
。
還
暦
に

な
っ
た
時
に
見
え
る
景
色
は
ど
ん
な
だ
ろ

う
。グ

レ
ー
ト
ト
ラ
バ
ー
ス
の
田
中
陽
希
さ

ん
の
よ
う
に
は
な
れ
な
い
が
、70
歳
ま
で
に

“
九
州
百
名
山
踏
破
達
成
”
を
目
標
に
が
ん

ば
ろ
う
。

た
か
が
一
歩
、
さ
れ
ど
一
歩
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
本
満
壽
男
さ
ん
（
室
木
・
59
歳
）

VOL
237

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

石松一葉さん
（くらじ短歌会）短歌

冬の早朝、まだうす
暗い中、日課の散歩を
する一人と一匹の姿を
詠みました。

底
冷
え
の
朝
を
散
歩
の
夫
と
愛い

ぬ犬

く
つ
跡
あ
し
跡
こ
な
雪
が
覆
う

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、
陶芸、俳句、短歌など自慢の一
品は、ありませんか。「広報ぎゃ
らりー」では、紙面を彩るあな
たの作品をお待ちしています。
作品についての 100 字以内の
感想もお願いします。役場政策
推進課☎４２局２１１１番ま
で、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

クラフト 森  恵津子さん
（新北）

経
済
的
困
難
に
よ
り
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校

に
行
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
ダ
ル
ニ
ー
奨
学
金
の
支
援
活
動
を
始
め

て
９
年
、
こ
れ
ま
で
に
合
計
34
人
の
子
ど
も
た
ち
の
小
・
中
学
校
就

学
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
民

際
セ
ン
タ
ー
か
ら
国
際
教
育
支
援
社
会
貢
献
賞
を
授
賞
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
皆
様
か
ら
の
ハ
ガ
キ
、
切
手
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
ク

オ
カ
ー
ド
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、
現
金
等
の
ご
支
援
の
お
か
げ

で
あ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奨
学
生
１
人
に
は
、
年
間
１
万
４
千
４
０
０
円
が
必
要
で
現
金
の

ほ
か
、
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ
や
未
使
用
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
切
手
、

不
要
に
な
っ
た
純
正
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
も
財
源
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
広
く
多
く
の
人
に
支
援
の
必
要
性
を
伝
え
、

理
解
・
共
感
し
て
い
た
だ
き
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
教
育

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
世
界

づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
ハ
ガ
キ
や

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収

箱
は
く
ら
じ
の
郷
な
ど
町
内
数

か
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
�

●
日
本
民
際
セ
ン
タ
ー　

ド
ナ
ー
登
録
者　

町
田
節
子

洋風のお正月飾りリースです。円形リース台
に自宅の庭に立つドイツトウヒの枝葉と実を
アレンジしバラは乾燥剤を使用してますので、
色あせはしません。（縦横：40cm×40cm）

次
回
は
、
吉
村
拓
也
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。



2019.１−10

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです

／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）。／１月の休館日は、１日（火・祝）
～３日（木）、９日（水）です。／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください。

今月新しく入りました。
※１月の新刊は、４日（金）からの貸出となります。

図書室からのお知らせ
中央公民館内のこどものとしょしつで、子どもを対

象としたお話の会を行います。親子で聞きに来てみま
せんか。
● とき　１月12日（土）午前 11 時から
● ところ　中央公民館（こどものとしょしつ）
● 問い合わせ　中央公民館まで

    一般の本

・グラスバードは還らない（作＝市川憂人）
・時限感染　殺戮のマトリョーシカ（作＝岩木一麻）
・ふたりぐらし（作＝桜木紫乃）
    子どもの本

・スタンリーとちいさな火星人（作＝サイモン・ジェー
ムズ）
・あしにょきにょきときょうりゅう（作＝深見春夫）
・ウインナさん（作＝ YUMOCAM）

INFORMATIONBook

字
を
読
む
こ
と
も
書
く
こ
と
も

出
来
な
か
っ
た
少
年
は
心
の

思
い
出
を
マ
ッ
チ
箱
に
つ
め

日
記
に
し
た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
父
が
働

き
に
い
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
へ
家
族
で

渡
っ
た
が
、
壮
絶
を
極
め
る
貧
乏
生
活
。

家
族
が
思
い
を
込
め
て
少
年
を
学
校
に

行
か
せ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
読
み
書

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。マ
ッ
チ
箱
に

入
れ
た
そ
の
品
々
は
、
手
に
取
れ
ば
少

年
時
代
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
大
切

な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。セ
ピ
ア
色
の
や

わ
ら
か
い
絵

が
思
い
出
を

物
語
る
。大
人

に
も
是
非
読

ん
で
ほ
し
い

す
ば
ら
し
い

絵
本
で
あ
る
。

マ
ッ
チ
箱
日
記

　
作
＝
ポ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュマ
ン

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
金
子
美
代
子
さ
ん
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

中でもこの本がオススメです。

織田信長の飽くなき渇望。家臣たちの終わり
なき焦燥。焼けつくような思考の交錯が、あ
る原理を浮かび上がらせ、すべてが「本能寺
の変」の真実へと集束してゆく―。
まだ見ぬ信長の内面を抉り出す、革命的歴史
小説！

信長の原理
作＝垣根涼介

サルを連れたおじさんが、手回しオルガンをま
わしながら歌います。「きっと今夜くるくる、
キミワリーナがやってくる。君の家にくるく
る、君の後ろをついてくる…。」町はあやしい
雰囲気に包まれて、あちこちでキミワリーナ
を見たという人があらわれますが―。

キミワリーナがやってくる
作＝ベンジー・デイヴィス

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
子
育
て
支

援
施
設
に
伝
わ
る
詩
よ
り
と
書

い
て
あ
る
。
頑
張
っ
て
子
育
て
を

し
て
疲
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
に

読
ん
で
ほ
し
い
。
散
ら
か
っ
た
部
屋
、

汚
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
、
人
に
見
ら
れ
た
ら

な
ん
て
言
わ
れ
る
か
。
今
日
、
私
は
何

を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？　

で
も
、
こ

う
考
え
れ
ば
。
今
日
一
日
、
私
は
こ
の

子
の
た
め
に
す
ご
く
大
切
な
こ
と
を

し
て
い
た
ん
だ
っ
て
。
自
信
を
も
っ
て

言
え
る
大
事
な
時
間
を
過
ご
し
た
ん

だ
と
。
介
護
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
疲

れ
た
時
に
も
読
ん
で
ほ
し
い
。
読
み
人

知
ら
ず
の
詩
だ
が
人
を
慰
め
励
ま
し

て
く
れ
る
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
詩
は
ネ
ッ
ト
上
で
静
か
に
広
が

っ
て
流
布
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
（
今
日
）

　
訳
＝
伊
藤
比
呂
美
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吉村薬剤科長の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth
新
し
い
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
「
ゾ
フ
ル
ー
ザ
」
に
は
、ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
の

増
殖
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
予
防
投
与
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

予
防
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

吉
村
昌
克
・
よ
し
む
ら
ま
さ
か
つ
・
昭
和
61
年
福
岡
大
学
薬
学
部
卒
業
。
昭
和
62
年
鞍
手
町
立
病
院
勤
務
。
平
成
27
年
4
月
よ
り
、
く
ら
て
病
院
薬
剤
科
長
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

２
０
１
８
年
３
月
に
新
し
い
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬「
ゾ
フ
ル
ー
ザ

錠
」が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
使
わ
れ
て
い
た「
タ
ミ
フ
ル
カ
プ

セ
ル
」
や
「
イ
ナ
ビ
ル
吸
入
剤
」
は

感
染
後
に
細
胞
の
中
で
増
え
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞

か
ら
外
に
出
る
プ
ロ
セ
ス
を
阻
害

す
る
も
の
で
し
た
が
、「
ゾ
フ
ル
ー

ザ
錠
」は
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
が
細

胞
の
中
で
増
え
る
の
を
防
ぐ
の
が

特
徴
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、①
１
回

の
服
用
で
治
療
が
完
結
②
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
後
48
時
間
以
上
経

過
し
て
も
服
用
可
能
③
Ａ
型
・
Ｂ
型

ど
ち
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も

効
果
あ
り
④
腎
機
能
・
肝
機
能
障
害

が
あ
っ
て
も
服
用
可
能
⑤
主
な
副

作
用
は
下
痢
や
肝
機
能
検
査
値
の

異
常
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。た

だ
し
、体
重
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の

小
児
は
服
用
で
き
な
い
、予
防
投
与

の
適
応
は
な
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、

「
タ
ミ
フ
ル
カ
プ
セ
ル
」
が
10
代
の

小
児
に
使
用
可
能
と
な
っ
た
点
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

「
タ
ミ
フ
ル
カ
プ
セ
ル
」
の
副
作
用

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た「
異

常
行
動
」
が
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
そ
の
も
の
に
よ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
た
め
で
、厚
生
労

働
省
は
、
小
児
・
未
成
年
者
に
お
い

て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
後
に

薬
の
服
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
異
常
行
動
」
な
ど
の
精
神
神
経
症

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、主
に
冬
期

に
流
行
す
る
呼
吸
器
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
、通
常
は
数
日
か
ら
約
１
週

間
の
経
過
で
治
癒
に
向
か
う
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、高
齢
者

や
基
礎
疾
患
を
持
つ
ハ
イ
リ
ス
ク

群
と
呼
ば
れ
る
方
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
る
と
、肺
炎
や
心
不
全

な
ど
の
合
併
症
に
よ
り
死
に
至
る

こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

有
効
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
絶
対
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ
が
国
の

研
究
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

「
死
亡
回
避
」
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、

「
発
病
予
防
」34
か
ら
55
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
予
防
に

は
、
ま
ず
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

状
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
る

た
め
、
診
断
か

ら
２
日
間
は
な

る
べ
く
１
人
に
さ

せ
ず
、
戸
建
て
住
宅
の

場
合
は
で
き
る
だ
け
１
階
の
部
屋

で
療
養
さ
せ
る
よ
う
に
保
護
者
に

対
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。10

代
の
小
児
に
対
す
る
治
療
の

選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ
と
は
朗
報

で
、「
イ
ナ
ビ
ル
吸
入
剤
」
を
う
ま

く
吸
入
で
き
な
い
小
児
に
は
投
与

で
き
る
薬
が
な
か
っ
た
昨
年
度
ま

で
と
は
違
い
、「
タ
ミ
フ
ル
カ
プ
セ

ル
」
と
新
薬
の
「
ゾ
フ
ル
ー
ザ
錠
」

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、保
護

者
の
方
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、お

子
さ
ん
に
対
す
る
十
分
な
観
察
と

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
・
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬

「
ゾ
フ
ル
ー
ザ
錠
」
発
売

「
タ
ミ
フ
ル
カ
プ
セ
ル
」

小
児
へ
の
投
与
が
可
能
に

？
先
日
テ
レ
ビ
番
組
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
新
し
い
薬
が
出
た
と
聞
き
ま
し
た
。

新
し
い
薬
は
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
か
？
。（
54
歳
・
女
性
）
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いきいき
健康

だより
くらじの郷保健棟☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせです

総合健（検）診のお知らせ
平成 30 年度最後の健診です。生活習慣病予防の

ためにも年に一度は必ず健診を受けましょう。
と　き ところ

１月 27日（日）、28日（月） 総合福祉センター
● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 申込方法　健診を希望する人は、１月７日（月）

までに電話でお申込みください
● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・

大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウイルス・結核検診）、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　くらじの郷保健棟まで

HealthINFORMATION

母子健康手帳の交付
妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を

受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分まで。

妊娠している人がお越しください。日時の都合が
つかない場合はご相談ください

● ところ　くらじの郷保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

　１月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● ところ　くらじの郷保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

乳幼児健診・相談

区　分 期　日 対象児

４か月健診 １月17日㈭ 平成 30 年 8 月 21 日から
平成 30 年 9 月 19 日生まれ

７か月健診
１月24日㈭

平成 30 年 5 月 25 日から
平成 30 年 6 月 28 日生まれ

12 か月健診 平成 30 年 1 月 01 日から
平成 30 年 1 月 31 日生まれ

１歳半健診
１月10日㈭

平成 29 年 6 月 7 日から
平成 29 年 7 月 10 日生まれ

３歳健診 平成 27 年 12 月 7 日から
平成 28 年 1 月 10 日生まれ

乳幼児相談 １月８日㈫ 平成 30 年 10 月 13 日から
平成 30 年 11 月 9 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
● 問い合わせ　くらじの郷保健棟まで

特定健診を受けて、
生活習慣病を予防しましょう！

▼鞍手町は血糖値の高い人が多い！？
HbA1c の数値が基準値よりも高い人が約７割に上りました

鞍手町で平成 29 年度に特定健診を受診した人は、
全体の 43%、1,255 人でした。
※ HbA1c は 1,176 人、空腹時血糖は 1,241 人に実施

特定健診の結果では、糖、LDL コレステロール、
血圧の高い人が多くなっています。自覚症状がなく
てもこれらの数値の高い状態が続くと全身の血管が
傷んで動脈硬化が進行します。

HbA1c は過去１～２か月の血糖値の平均を表す糖
尿病の検査項目で、糖尿病の初期には食前の血糖値
は正常で、食後だけ高くなるパターンも多く、HbA1c
は食後の高血糖に気づくのに有効です。糖尿病の発
症リスクを高める要因は、血縁に糖尿病の人がいるな
どの遺伝的要因と肥満や食べ過ぎ、運動不足などの
環境要因があります。血糖値の異常に早めに気づき、
生活習慣の改善に取り組むことで、糖尿病の発症や重
症化を予防することができます。糖尿病の初期にはほ
とんど自覚症状がないため、定期的に健康診断を受け、
血糖値などの異常に早めに気づくことが大切です。

順 位 所見ありとなる基準値 人 数 所見率

１位 HbA1c  ※糖の状態を見ます

（NGSP5.6% 以上） 815 人 69.3％

２位 LDL コレステロール
（120mg/dl 以上） 656 人 52.3％

３位 収縮期血圧
（130mmHg 以上） 646 人 51.5％

４位 空腹時血糖
（100mg/dl 以上） 582 人 46.9%

５位 腹囲  ※内臓脂肪を見ます

（男性 85cm、女性 90cm 以上） 465 人 37.1%

献血のお知らせ
一般献血を行います。ご協力をお願いします。

● とき　２月６日（水）午前９時から正午まで、午
後１時から４時まで

● 対象者　18 歳から 69 歳までの人（65 歳以上の人
は 60 歳から 64 歳までに献血経験がある人）で、
男女とも体重が 50㎏以上の人

● ところ　役場玄関前
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国民健康保険
制度の
解説です     国保の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

年
収
１
３
０
万
円
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
‥
‥

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
で
き
る
の
は
、
左
の
図

の
３
親
等
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
条
件
と
な
り
ま

す
。被扶養者の範囲

（３親等の親族図）

白抜き数字は、親等数です。○の
人は、主に下図の本人の収入で生
活していることが必要です。□の
人は、主に下図の本人の収入で生
活し、かつ下図の本人と同居して
いることが必要です。

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

本人

配偶者

配偶者

配偶者

配偶者

ひ孫

孫

子 甥姪

伯父伯母
叔父叔母

伯父伯母
叔父叔母

配偶者

弟
妹

配偶者子

孫

ひ孫

兄弟姉妹

甥姪

祖父母祖父母

父母父母

曾祖
父母曾祖父母

配偶者 兄
姉

❶

❶❶

❷ ❷

❸ ❸

❸

❸ ❸

❷ ❷

❸

❷

❸

SupportCOMMENT

被
扶
養
者
に
な
る
た
め
に
は
、
主
に
被
保
険
者

（
下
の
図
の
本
人
）
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
基
準
と
し
て
は
、
被
扶
養

者
と
な
る
人
の
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
（
60
歳

以
上
の
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
は
１
８
０
万
円
）

未
満
で
、
被
保
険
者
の
収
入
の
２
分
の
１
未
満
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
被
保
険
者
と
同
居
で
も
別
居
で
も
よ
い
人

①
配
偶
者
②
子
、
孫
③
弟
、
妹
④
父
母
な
ど

直
系
の
尊
属

●
被
保
険
者
と
同
居
が
条
件
の
人

①
前
記
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族
②
被
保
険

者
の
内
縁
の
配
偶
者
の
父
母
や
子
③
内
縁
の

配
偶
者
が
死
亡
し
た
後
の
父
母
や
子

　

家
族
の
社
会
保
険
に
被
扶
養
者
と
し
て
加

入
し
て
も
、
そ
の
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合

は
、
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
担
当
者
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

●
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

14
日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課
国
保
年
金
係

で
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
際
に
は
印
か
ん
、

社
会
保
険
の
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
が

必
要
で
す



今
月
の
納
税
（
１
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
８

期
分

納
期
限
は
１
月
25
日
（
金
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
１
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
７
期
分

納
期
限
は
１
月
25
日
（
金
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
・
保
険
料
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め

る
町
税
や
保
険

料
は
、
口
座
振

替
に
す
る
と
金

融
機
関
へ
行
く

手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
、
保
険
健
康

課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
、
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
ま
で

土
地
・
家
屋
の
用
途
や

床
面
積
な
ど
の

変
更
届
出
を
忘
れ
ず
に

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
で
、

平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
次
の
よ
う
な
変
更

が
あ
っ
た
人
は
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
て
下
さ
い
。「
土
地
の

利
用
状
況
（
地
目
）
が
変
わ
っ

た
人
」、「
家
屋
の
増
築
・
解

体
な
ど
に
よ
り
床
面
積
な
ど

の
変
更
が
あ
っ
た
人
」、「
家

屋
を
取
り
壊
し
た
人
」、「
登

記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
権
を
移
転
（
売
買
・
贈
与
・

相
続
）
し
た
人
」。

●
届
出
期
間　

１
月
31
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
賦
課
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
確
認
書
に
つ
い
て

今
年
も
２
月
18
日
（
月
）

か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

確
定
申
告
の
受
付
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
社
会
保
険
料
控
除

に
使
用
で
き
る
国
民
健
康
保

険
税
（
普
通
徴
収
）
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）
の
納
付
確
認
書
は

１
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
年
金
か
ら
保
険
税
等

が
天
引
き
さ
れ
て
い
た
人
は
、

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
は
役
場

税
務
住
民
課
収
納
係
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て
は
役
場
保
健
健
康

課
公
費
医
療
係
ま
で

ネ
ッ
ト
で
簡
単
！

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
手
続
が

よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た

１
月
か
ら
、
次
の
と
お
り

「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」

の
利
用
手
続
が
よ
り
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
利
用
可
能
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
ネ
ッ
ト
申
告
が
で

き
ま
す
。
年
末
調
整
済
み

の
給
与
所
得
者
で
、
医
療

費
控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
寄
附
金
控
除
を
適

用
し
て
申
告
す
る
人
は
、

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
で
も
申
告
可
能
で
す

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
を
持
っ
て
い
る
場
合　

パ
ソ
コ
ン
で
ネ
ッ
ト
申
告

が
で
き
ま
す
。
既
に
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
の
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
い

る
人
も
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
わ

ず
に
申
告
可
能
で
す

●
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発

行
方
法　

税
務
署
で
職
員

と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認

を
行
っ
た
あ
と
に
発
行
し

ま
す
。
発
行
を
希
望
す
る

人
は
、
運
転
免
許
証
等
の

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

の
う
え
、
お
近
く
の
税
務

署
に
お
越
し
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

税
金 く
ら
しの
情
報

Calendar
2019 １
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2019.１−14

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局5693番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗博物館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●地域包括支援センター…43局3019番

●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●くらて病院…42局1231番

●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎



くらしの情報

15−2019.１

社
会
福
祉
協
議
会
の

無
料
法
律
相
談

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
１
月
10
日
（
木
）
▽

受
付
（
順
番
の
抽
選
）
＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談
＝

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
行

政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ
た
え

し
ま
す
。

●
と
き
　
１
月
25
日
（
金
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

1
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
１
月
10
日
（
木
）
午
前

11
時
か
ら
正
午
ま
で
（
九

州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
１

月
23
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

　
　

役
場
の
相
談
で
は
、
受

付
順
の
番
号
札
を
配
布
し

ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
１
月
10
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

１
月
22
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
１
月
24
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く
ら
て

病
院
ま
で

養
育
費
に
関
す
る
相
談
は

養
育
費
１
１
０
番
へ

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
養
育
費
に
関
す

る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

弁
護
士
に
よ
る
集
中
電
話
相

談
「
養
育
費
１
１
０
番
」
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
匿
名
で

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
２
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
相
談　

☎
（
０
９
２
）
７

２
４
局
２
６
４
４
番
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚

ブ
ラ
ン
チ
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
０
３
９
０
番
ま
で

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン

タ
ー
「
Ｎ

－

ｂ
ｉ
ｚ
（
エ
ヌ
ビ

ズ
）」
は
直
方
市
が
設
置
し
て

い
る
無
料
の
経
営
相
談
所
で

す
。
直
鞍
地
区
で
が
ん
ば
る

商
店
、
個
人
事
業
主
や
中
小

企
業
、
こ
れ
か
ら
創
業
を
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
人
の
「
起

業
し
た
い
」「
販
路
を
拡
大
し

た
い
」「
売
上
を
上
げ
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」

な
ど
の
お
悩
み
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
個
別
相
談
に
よ

る
『
知
恵
出
し
』
で
あ
ら
ゆ

る
事
業
の
相
談
に
お
こ
た
え

し
ま
す
（
１
組
約
１
時
間
）。

●
と
き　

１
月
17
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
（
事
前
予

約
制
（
先
着
７
組
））

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
直
鞍
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

２
８
局
７
０
８
１
番
ま
で

相
続
登
記
手
続
の
お
悩
み

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

福
岡
県
司
法
書
士
会
で
は
、

２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

次
の
と
お
り
相
続
登
記
手
続

き
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。

●
と
き　

２
月
１
日
（
金
）

か
ら
28
日
（
木
）
ま
で
（
相

談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法

書
士
と
調
整
く
だ
さ
い
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書

士
会
会
員
事
務
所

●
紹
介　

司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
☎
（
０
５
７

０
）
７
８
３
局
５
４
４
番

に
て
、
最
寄
り
の
司
法
書

士
事
務
所
を
紹
介
し
ま
す

（
平
日
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

司
法
書
士
会
事
務
局

☎
（
０
９
２
）
７
２
２
局

４
１
３
１
番
ま
で

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

福
岡
県
行
政
書
士
会
で
は
、

次
の
と
お
り
交
通
事
故
解
決

ま
で
の
流
れ
や
保
険
請
求
手

続
き
、
後
遺
症
認
定
申
請
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

●
と
き　

１
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
行
政
書

士
会
館
（
福
岡
市
博
多
区
）

●
相
談
に
必
要
な
も
の　

相

談
し
た
い
交
通
事
故
に
関

す
る
資
料
（
事
故
証
明
書
、

後
遺
障
害
診
断
書
、
加
入

保
険
証
券
、
相
手
方
か
ら

の
手
紙
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
行

政
書
士
会
☎
（
０
９
２
）

６
４
１
局
２
５
０
１
番
ま
で

く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ

れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
１

月
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
年
始
は
１

月
４
日
（
金
）
か
ら
の
開
館

と
な
り
ま
す
。

●
休
館
日　

７
日
（
月
）、
14

日
（
月
・
祝
）、20
日
（
日
）、

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

町では、臨時職員やパートタイム職員などを採
用する場合、あらかじめ登録している人の中から
採用する登録制度を導入しています。登録の方法
や募集職種などは次のとおりです。なお、登録し
ても必ず採用されるとは限りません。ご了承くだ
さい。
● 登録方法　登録申請書に写真を貼って必要事項

を記入し、役場総務課人事係へ提出してくださ
い（郵送でも構いません）。登録申請書は、役場、
中央公民館、くらじの郷に置いてあります。また、
町のホームページからダウンロードすることも
できます

● 有効期限　登録の日から１年間
● ４月以降の採用予定職種　
　▷免許・資格が不要な職種＝一般事務（パソコ

ン（ワープロ・表計算ソフト）が使える人）
　▷免許・資格が必要な職種＝保育士、調理師
● 勤務条件　賃金や勤務時間などの勤務条件は、

職種によって異なります。町のホームページを
ご覧になるか、役場総務課人事係までお問い合
わせください

● 問い合わせ　役場総務課人事係（〒 807－1392 
鞍手町大字中山 3705 番地）まで

随時、登録を受け付けています

登録してみませんか
臨時職員等登録制度

相
談

お
知

ら
せ



求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
隊
就
職
説
明
会
、

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯

塚
地
域
事
務

所
で
は
、
次

の
と
お
り
自
衛
隊
就
職
説
明

会
及
び
自
衛
官
候
補
生
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
自
衛
隊
就
職
説
明
会　
　

▽
と
き
＝
１
月
12
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
直
方
市

中
央
公
民
館
▽
説
明
種
目

＝
自
衛
隊
各
種
目

●
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

▽
試
験
期
日
＝
２
月
23
日

（
土
）
▽
受
付
期
間
＝
１
月

12
日
（
土
）
か
ら
２
月
15

日
（
金
）
ま
で
▽
試
験
会

場
＝
陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

屯
地
及
び
福
岡
駐
屯
地

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
飯
塚
地

域
事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

直
方
特
別
支
援
学
校

聴
覚
障
が
い
教
育
部
門
の

入
学
者
を
募
集
し
ま
す

直
方
特
別
支
援
学
校
で
は
、

次
の
と
お
り
平
成
31
年
度
の

幼
稚
部
（
聴
覚
障
が
い
教
育

部
門
）
入
学
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象
者　

聴
覚
に
障
害
の

あ
る
幼
児
（
平
成
25
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

●
募
集
期
間　

１
月
28
日

（
月
）
か
ら
２
月
４
日
（
月
）

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
た
だ
し
、

最
終
日
は
正
午
ま
で

●
選
考
日
時　

２
月
15
日

（
金
）
午
前
10
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で

●
合
格
発
表
日　

３
月
４
日

（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
特
別

支
援
学
校
聴
覚
障
が
い
教

育
部
門
☎
２
４
局
５
５
７

０
番
ま
で

視
覚
特
別
支
援
学
校
の

入
学
者
を
募
集
し
ま
す

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学

校
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

31
年
度
の
幼
稚
部
、
高
等
部

専
攻
科
・
理
療
科
の
入
学
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

▽
幼
稚
部
＝
県

内
在
住
で
視
覚
に
障
害
の

あ
る
幼
児
（
平
成
27
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

▽
高
等
部
専
攻
科
・
理
療

科
＝
県
内
在
住
で
視
覚
に

障
が
い
が
あ
り
、
次
の
①

②
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。
①
特
別
支
援
学

校
高
等
部
ま
た
は
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
人
（
見
込

含
む
）
②
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
人
（
見
込
含

む
）
③
学
校
教
育
法
施
行

規
則
１
５
０
条
に
基
づ
き
、

①
と
同
等
以
上
の
学
寮
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
。

※
視
覚
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
●
募
集
期
間　

１
月
28
日

（
月
）
か
ら
２
月
４
日
（
月
）

●
入
学
検
査　

▽
幼
稚
部
＝

２
月
15
日
（
金
）
▽
高
等

部
専
攻
科
・
理
療
科
＝
３

月
４
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

北
九
州
視

覚
特
別
支
援
学
校
☎
（
０

９
３
）
６
５
１
局
５
４
１

９
番
ま
で

技
術
を
身
に
付
け

早
期
再
就
職
を
�

公
共
職
業
訓
練
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

で
は
、
次
の
と
お
り
離
職
な

ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技

能
を
学
ぶ
た
め
６
か
月
間
の

職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
訓
練
期
間　

３
月
１
日

（
金
）
か
ら
８
月
29
日
（
木
）

ま
で

●
訓
練
科
名　

構
造
物
溶
接
科

●
募
集
定
員　

15
人

●
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
を
申
し
込
ん
で
い

る
人

●
募
集
期
間　

１
月
４
日

（
金
）
か
ら
２
月
12
日
（
火
）

ま
で

●
入
所
選
考　

２
月
16
日

（
土
）。
筆
記
及
び
面
接

●
申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

直
方

●
受
講
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
飯
塚
☎
（
０
９

４
８
）
２
２
局
４
９
８
８

番
ま
で

家
族
介
護
教
室
を

開
催
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
で
次
の
と
お
り
家
族
介

護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
介

護
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
（
木

月
１
８
２
６
番
地
１
）

●
テ
ー
マ　

高
齢
者
の
食
事

介
助
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園

☎
４
２
局
６
８
８
３
番
ま
で

くらしの情報

2019.１−16

福岡県では、障がいのある人がつくる
選りすぐりの「まごころ製品」を一堂に
展示・販売する、第６回「まごころ製品」
大規模販売会～作る！ 伝える！ 繋がる！
フェア in 福岡三越～を開催します。

会場では障がい者施設による菓子製造
の実演やワークショップなど楽しい催し
もあります。障がいのある
人の自立と社会参加を応援
する、年に１度の販売会に
ぜひご来場ください。
● とき　１月 30 日（水）から２月４日（月）

までの午前 10 時から午後８時まで（た
だし、最終日は午後５時まで）

● ところ　福岡三越９階　催物会場（福
岡市中央区天神）

● 問い合わせ　福岡県福祉労働部障がい
福祉課☎（０９２）６４３局３２６３
番まで

● ホームページ　http://magokoroseihin.
ec-net.jp

「まごころ製品」が福岡三越に勢ぞろい

で早期発見！がん健診は、PositoronEmissionTomography
（陽電子放 射断層撮 影）

PETがん健診は

資料請求
お問い合わせ

①お電話ください ②インターネットにて
0120-66-2503 北九州 PET 検索 PCサイト〒803-0812 北九州市小倉北区室町3-1-2 （代）TEL.093-591-2503

ぜひ、このような方はPETがん健診をお受けください。

“健康のための道しるべ”
●健康状態に不安のある方 
●がん家系の方 
●安心したい方

●がん経験者（再発および転移の確認）
●人間ドックやがん検診を受けていない方

ずっと元気で
いてほしいから

「まごころ製品」
大規模販売会
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く
ら
じ
の
郷
旧
福
祉
棟

入
館
回
数
券
の
払
戻
し
は

お
済
み
で
す
か

く
ら
じ
の
郷
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
福
祉
棟
の
廃
止
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
「
く
ら
じ

の
郷
福
祉
棟
入
館
回
数
券
」
の

払
い
戻
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

払
い
戻
し
の
期
限
は
平
成
31

年
３
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
回
数
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
期
限
内
に
払
い
戻

し
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
払
い
戻
し
期
限　

平
成
31

年
３
月
29
日
（
金
）。
受
付

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
土・

日
・
祝
・
年
末
年
始
は
除
く
）

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
管

理
棟
事
務
室

●
払
い
戻
し
金
額　

12
枚
つ

づ
り
の
回
数
券
使
用
料
を

12
で
割
っ
た
額
に
、
払
い

戻
し
を
す
る
回
数
券
の
枚

数
を
掛
け
た
額
（
１
円
未

満
は
切
り
上
げ
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
社

会
福
祉
協
議
会
☎
４
２
局

７
８
０
０
番
ま
で

１
１
０
番
は
緊
急
電
話

相
談
は
♯
９
１
１
０
へ

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の

日
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
警
察

で
は
１
１
０
番
の
適
正
な
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
１
１
０
番
」
は
事
件
・
事

故
の
緊
急
通
報
専
用
電
話
で

す
。
福
岡
県
内
の
１
１
０
番

は
、
１
日
約
１
千
５
０
０
件
、

約
57
秒
に
１
回
、
す
べ
て
「
福

岡
県
警
察
本
部
通
信
指
令

室
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

１
１
０
番
に
電
話
す
る
と
、

警
察
官
が
必
要
な
こ
と
を
質

問
し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い

て
、
は
っ
き
り
答
え
て
く
だ

さ
い
。

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し

な
い
相
談
・
要
望
な
ど
の
通

報
は
「
＃
９
１
１
０
」
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物

を
適
正
に
処
理
せ
ず
道
路
や

空
き
地
等
に
捨
て
る
行
為
で

す
。空
き
缶
、ガ
ム
の
包
み
紙
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
軽
微

な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法

投
棄
に
な
り
ま
す
。

町
内
で
も
夜
間
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
場
所
や
道
路
沿

い
、
荒
廃
地
な
ど
に
不
法
投

棄
、
ポ
イ
捨
て
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
啓
発
看

板
の
設
置
や
警
察
と
連
携
し

て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

くらしの情報

町では、次のとおり２つの町立保育所と２つの
私立保育園の平成 31 年度入所受付を行います。
なお、西川第一保育所は平成 30 年度をもって閉
所するため、平成 31 年度の募集はありません。
● とき　１月４日（金）から 31 日（木）まで。

時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
（ただし木曜日は午後７時まで（役場のみ））

● 申込書配布・提出場所　▷新規入所＝役場
福祉人権課児童人権係▷継続入所・継続児
の弟妹の入所＝入所中の各保育所（園）

● 入所条件　保護者が仕事をしている、母親
が妊娠中または出産から間もない、同居親
族（長期入院等している親族含む）を常時
介護または看護しているなどの理由で、日
中保育ができない家庭の児童

● 対象者　▷町立保育所＝生後４か月から小
学校入学前までの児童▷私立保育園＝生後
８週から小学校入学前までの児童

● 保育料　保護者が負担する税額によって異
なります

● 問い合わせ　役場福祉人権課児童人権係まで

町立保育所、
私立保育園の
入所受付が始まります

役場、各保育所（園）で受け付けます

１月４日
　　  から

※下記の装置があれば消火器の設置は免除で
きます。

・調理油過熱防止装置
・自動消火装置（火災を感知し消火薬剤で自

動消火するもの）
・その他の危険な状態の発生の防止及び発生

時における被害を軽減する安全機能を有す
る装置（例：圧力感知安全装置）

● 問い合わせ　直方鞍手広域市町村圏事務組
合消防本部予防課指導係☎３２局１１３１
番まで

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

40

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
▶全一段（縦 43㎜×横 187㎜）…１万円
▶半一段（縦 43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の 40 日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策係まで

募集します!!



　 国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

こ
ん
な
と
き
に
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日
を

超
え
る
入
院
が
あ
っ
た
人

は
、
入
院
期
間
が
確
認
で

き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
保
険
健
康
課
国
保
年
金

係
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
負
担
が
３
割

で
、
課
税
所
得
が
６
９
０
万

円
未
満
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
に
は
限
度
額
適
用
認
定

証
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認

定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
１

日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ
ん
の

で
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外

来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は

前
も
っ
て
交
付
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
外
来
診
療
に
も
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
２
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
19
年
２
月
１
日

か
ら
２
月
28
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
１
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

２
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
29
年
２
月
２
日
か
ら
３

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や

介
護
認
定
の
申
請
の
と
き
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
30
日

（
水
）、
31
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
書
類
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
交
付
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
福
祉
人
権
課
高
齢
者
支

援
係
ま
で

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【11 月中】 【累　計】
件 数 13 件（＋11） 件 数 279 件（－ 6）

死 者 00人（±10） 死 者 222人（＋11）

傷 者 15 人（－ 2） 傷 者 100 人（－10）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警のホー
ムページに校区別の詳しい犯罪発生状況などがご
覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【11 月中】 【累　計】

刑法犯総数 69 件（－12） 刑法犯総数 860 件（－044）

車上ねらい 2 件（－ 6） 車上ねらい 16 件（－ 30）

自転車盗難 0 6 件（± 0） 自転車盗難 78 件（－ 14）

空き巣 0 3 件（± 0） 空き巣 53 件（－ 16）

2019.１−18

　
休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

● とき　１月９日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

架空請求詐欺 還付金型詐欺 オレオレ詐欺
架空の費用名目で請求し
現金をだまし取る

戻ってくるお金があると言って
ATMで現金を振り込ませる

息子や孫の名前をかたって
現金をだまし取る

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページよりご確認
いただけます。
http://chokuan-medical.jp/
touchoku/touchoku.cgi



平
成
30
年
度
九
州
防
災
・

減
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
遠
賀
川

近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
遠

賀
川
に
お
い
て
も
平
成
30
年

７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）

で
観
測
史
上
最
高
水
位
を
観

測
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
や
そ
の

効
果
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

ソ
フ
ト
対
策
に
よ
り
地
域
防

災
力
を
向
上
し
、
地
域
住
民

の
的
確
な
避
難
行
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

●
と
き　

１
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
５
時

ま
で
（
午
後
１
時
か
ら
受

付
開
始
）

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
山
部

３
６
４
番
地
４
）

●
定
員　

７
０
０
人

●
申
込
方
法　

遠
賀
川
河
川

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.qsr.m

lit.
go.jp/onga/

）
で
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通

省
遠
賀
川
河
川
事
務
所

防
災
情
報
課
☎
２
２
局

１
８
３
０
番
ま
で

使
用
者
も
労
働
者
も

必
ず
確
認
、
最
低
賃
金

福
岡
県
の
最
低
賃
金
及
び

特
定
最
低
賃
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。
最
低
賃
金
は
正
社

員
の
み
で
な
く
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派

遣
労
働
者
等
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
最
低
賃
金
に
は
通
勤
手

当
、家
族
手
当
、時
間
外
労
働
・

休
日
労
働
等
の
割
増
賃
金
、

賞
与
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
福
岡
県
最
低
賃
金
（
時
間

額
）　

８
１
４
円

●
特
定
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

▽
製
造
業
、
製
鋼
・
製
鋼

圧
延
業
、
鋼
材
製
造
業
＝

９
５
０
円

　

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器

具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
＝
９
０
５
円

　

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
＝
９
２
３
円

　

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

＝
８
６
７
円

　

▽
自
動
車
（
新
車
）
小
売

業
＝
９
１
５
円

●
効
力
発
生
日　

▽
福
岡
県

最
低
賃
金
＝
平
成
30
年
10

月
１
日
▽
特
定
最
低
賃
金

＝
平
成
30
年
12
月
10
日

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
監
督
課
賃

金
室
☎
（
０
９
２
）
４
１
１

局
４
５
７
８
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
（
香

典
返
し
）
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
（
か
っ
こ
内
は
故
人
。

故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香
典

返
し
】

▽
永
島
照
子
様
＝
昭
和
通
り
区

（
德
男
）

▽
田
中
明
子
様
＝
猪
倉
区
（
清

吾
）

▽
有
田
勝
美
様
＝
木
月
区
（
ヨ

シ
子
）

●
く
ら
て
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
熊
井
眞
理
子
様
＝
古
門
区

（
ハ
ル
コ
）

▽
髙
橋
明
子
様
＝
中
山
西
区

（
卓
）

くらしの情報

19−2019.１

愛の
贈

り
も
の

寒さが厳しくなると水道管が凍結し、破裂
する恐れがあります。露出した水道管には、
図１のように寝る前に糸が引く程度に水を流
したままにする、保温チューブを巻くなどし
て凍結を予防しましょう。また、メーターボッ
クス内の凍結予防には、図２のように布やビ
ニール袋に新聞紙を丸めたものを詰めるのが
効果的です。

水道管が凍って水が出なくなった場合は、
ぬるま湯をゆっくりかけて溶かしてください。
熱湯をかけると、破損してしまう恐れがあり
ますので、ご注意ください。
● 問い合わせ　役場上下水道課上水道工務係

まで

福岡県救急医療情報センターでは、急な病
気やケガで、救急車を呼ぶかどうか迷った場
合に、医療機関の受診や救急車の利用（１１９
番通報）などについて看護師がアドバイスし
ています（24 時間対応）。

電話機の『＃』ボタンを押してから「７１
１９」とダイヤルし、音声ガイダンスに従っ
てください。ＩＰ電話など短縮ダイヤルでつ
ながらない場合は、「（０９２）４７１局００
９９番」におかけください。
※重症時は迷わずに１１９番をお願いします。
● 問い合わせ　福岡県保健医療介護部医療指

導課☎（０９２）６４３局３２７３番まで

凍結した水道管に熱湯は「厳禁�」

水道管の凍結に
備えましょう

（図１） （図２）


